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第３次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画策定方針 

 

１ 計画策定の必要性 

（１） 計画の位置付け 

市町村における計画策定の根拠は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第 9 条

第２項に定められています。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子ど

もの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推

進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進

計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等

を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画

（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければな

らない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。 

 

（２） 国・県・県内自治体の動向 

毎年、国・県ともに読書活動推進計画の策定状況について

調査を行っています。策定は努力義務ですが、全国では９３．

４％の市が策定しており、神奈川県内では、県及びすべての

市町村が策定（１００％）しています（次頁）。 

なお、国では平成３０年４月に「子どもの読書活動の推進

に関する基本的な計画」（第四次）を策定し、今年度は５年目

（最終年度）を迎えることから、次期計画の策定に向けて検

討を進めています。県においては、平成３１年３月に「かな

がわ読書のススメ～第四次神奈川県子ども読書活動推進計画

～」が策定されました（右図）。 

令和４年８月２３日 

第１回茅ヶ崎市立図書館協議会 

資料６ 
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出典：都道府県及び市町村における子供読書活動推進計画の策定状況について（文部科学省） 
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出典：子ども読書活動推進に係る県内の取組状況（神奈川県）（令和３年 4 月調査） 

 

（３） 本市の取組 

本市では現在、第２次計画の取組を行っています。計画期間は、平成２８年度から令

和２年度までの予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、計画の策定

を２年間延期しました。毎年度、評価を行い、結果を公表しています。 

第１次、第２次計画ともに「読書のよろこびを子どもたちに」伝えるという目標を掲

げ、第２次計画では「（１）関係する主体が連携して子どもの読書活動を推進する」、「（２）

子どもの読書活動に関する情報提供と啓発を行う」という二つの基本方針を定めていま

す。 
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第２次計画に位置付けられた様々な施策は、協

議会から「概ね良好な状態である」と評価いただ

いています。特にブックスタート（赤ちゃんとそ

の保護者に絵本体験をプレゼントする活動。左写

真）は、子どもの情緒的発達を促進するとともに、

親子間のつながりを深める効果が期待される、極

めて重要な施策の一つとして高く評価されまし

た。 

しかし、「施策№１６ボランティア登録・派遣

システム構築及び支援者の養成」等、未達成の施

策があり、４つの数値目標についても、例えば「調べ学習等、市立図書館を利用した授

業を行った学校数」は、一時的に目標を達成したものの、維持できていません。全国的

な傾向として不読率の上昇が報じられる中、読書活動推進の取組は引き続き重要なもの

として、次期計画策定に向けた提言もいただいています。 

そのため、これまでの取組を振り返り、これからの具体的な方策と目標を明らかなも

のとするため、「第３次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画」を策定します。 

 

２ 計画の方向性 

（１） 計画期間 

令和５年度から９年度までの５年間とします。 

 本計画については、総合計画に掲げる理念的な目標を核としていますが、資源配分を

伴う具体的な施策は、実施計画 2025 の範疇を予定しています。 

また、現計画と同様、社会状況の急激な変化に応じた施策の変更も考えられますが、

総合計画、実施計画 2025 の目指す方向に沿って展開してまいります。 

 

（２） 方向性 

現行の計画を継承し、国・県の動向を注視しつつ、茅ヶ崎市総合計画、茅ヶ崎市教育

基本計画と整合性を図りながら、バックキャスティングの発想で取り組みます。将来像

や目標を示しながら、具体的な施策や事業を示す内容となります。 

また、第 2 次計画の推進にあたっては、協議会から「①誰も置き去りにしない読書活

動の推進、②本のよろこびを伝える活動の推進、③人と人とが協働し子どもの心を育て

る」という新たな視点でご意見をいただきました。そして、図書館と学校で更なる連携

をしていく必要があることや、数値目標のあり方について指摘されています。第３次計

画の策定においてもこれらの考え方を尊重していくとともに、数値目標の設定や質的な

ブックスタートの様子 
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評価のあり方等について検討していきます。 

本市の子ども読書活動をさらに推進するために、第 2 次計画に位置付けた施策の振り

返りを行うとともに、その結果を踏まえ第 3 次計画で対応すべき事項を次のとおり整理

しました。 

（ア） 社会の変化への対応 

７年間にわたる計画期間のうち、３年を超える期間がコロナ禍の中での取り組みでし

た。この間、第２次計画策定時には想定していなかった大きな社会変化がありました。 

・新しい生活様式やウィズコロナに対応した環境の変化 

・デジタル化の急速な進展 

・ＧＩＧＡスクール構想の実現 等 

第２次計画においてもオンライン（Zoom）によるおはなし会の開催等、工夫を重ね

て読書活動を推進していますが、新しい時代のあり様に応じた施策を提示します。 

 

（イ） 家庭における取り組みの把握と推進 

第２次計画の推進においては、関係する５つの主体（家庭、保育園等、学校、図書館、

公民館等）の具体的な取組を２５の施策として掲げています。家庭においては、次の３

つの施策となっています。 

施策№１「家庭における読書活動の推進」 

施策№２「おはなし会をはじめとする事業への参加」 

施策№３「図書館等の利用」 

しかし、家庭での取り組みを外部から評価することは難しいため、施策№１～３は、

評価書に掲載していません。第 3次計画においては、家庭での取り組み状況を把握・分

析する方法を検討し、その取り組みを推進します。 

 

（ウ） 未達成となっている施策への対応 

 ２５の施策はおおむね達成できていますが、次に掲げる施策が未達成となっています。 

施策№９「学校図書館運営の工夫」 

ねらい：学校の蔵書のデータベース化と活用方法について研究します。 

 学校の蔵書のデータベース化は今年度に取り組み中ですが、活用方法についての研究

は、ＧＩＧＡスクール構想とも強い繋がりがあると考えます。引き続き、第３次計画に

おいて取り組む課題と捉えています。 

 

 施策№１５「子どもが利用しやすい環境の整備」 

 ねらい：児童カウンターを設置し、子ども向け読書相談を受けます。 

 物理的な設置と人的配置の困難さから、未達成となっています。「児童カウンター」
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そのものの設置は、実現が難しいと捉えていますが、子どもたちにとって読書相談がし

やすい環境の整備は、引き続き課題であると考えています。 

 

 施策№１５「子どもが利用しやすい環境の整備」 

 ねらい：中・高校生を対象とした読書講座を行い、子どもが来館するきっかけをつ

くります。 

 読書離れが始まる中・高校生を対象とした講座については、集客が難しいという課題

があり、第３次計画においても引き続き取り組む必要があります。講座は子どもが来館

する（そして本を借りてもらう）ためのきっかけのひとつであり、目指すのは読書習慣

の形成です。第３次計画の策定においては、講座にこだわらず、ＳＮＳの活用や読書室

で試験勉強をする子どもたちを対象とした取り組み、非対面による貸出など、時代の変

化に応じたさまざまなアイディアを出しながら、具体的な施策を検討します。 

 

 施策№１６「ボランティア登録・派遣システム構築及び支援者の養成」 

 ねらい：子どもの読書に関わるボランティアが十分に活躍できるように、登録・派

遣などのシステムをつくります。 

 支援者の養成については、毎年講座を開催して取り組むことができていましたが、コ

ロナ禍においては開催中止を余儀なくされました。また、養成した支援者を図書館とし

て登録・派遣できるシステム（＝仕組み）の構築には着手できていません。一例として、

読書活動指導協力者について、後継者不足が課題であると認識していますが、持続可能

な仕組みとするために、専門性の高い一人を養成するのではなく、チームで活動する方

向へシフトし、チームで活動しやすい環境を整えていくことが必要であると捉えていま

す。 

第２次計画で取り組んでいる、図書館をはじめ様々な施設で行われるおはなし会も、

学校での開き読みも、ブックスタートも、多くのボランティアの方々に支えられてこそ

実施できています。読書活動推進に関わる人材の育成は、図書館にとって非常に重要で

あると考えており、第３次計画においても、引き続き取り組むべきものと考えておりま

す。 

 

（エ） 子ども目線の計画 

 第２次計画は第１次計画の反省に基づき、シンプルなつくりとなりました。それでも

一般市民にとって「計画」は難しいと感じるものです。第３次計画においても平易な表

記を心がけるとともに、当事者である「子どもたち」に伝わるような計画を目指します。 
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参考 第 2 次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画の施策体系 
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（３） 策定の体制 

（ア） 茅ヶ崎市立図書館協議会（附属機関） 

（イ） 茅ヶ崎市子ども読書活動推進連絡調整会

議（庁内関係９課で構成） 

（ウ） 茅ヶ崎市立図書館（事務局） 

第２次計画の推進体制の核となっている（ア）

外部組織である協議会、（イ）内部組織である調整

会議図書館を中心に（ウ）が事務局となって策定

作業を行います。 

特に（イ）は、小中学校における取組の重要性

を鑑み、教育センター・学校教育指導課との連携

を密にします。 

なお、これまでと同様、計画策定、冊子作成・

印刷にあたって委託等は行いません。 

（エ） 関係機関との連携 

小中学校との連携が重要となることから、校長

会の協力をいただくなど、関係機関と連携しなが

ら策定を進めます。 

（オ） 市民参加 

利用者アンケートの結果を活用するとともに、必要に応じて、利用者やボランティア

団体への聞き取りを行います。 

また、素案がまとまった段階でパブリックコメントを実施し、幅広い市民の意見を十

分反映させたものとします。 

 

３ 策定スケジュール 

時期 内容 

７月 策定方針決定 

８月 茅ヶ崎市立図書館協議会 第１回定例会 

９月～１２月 茅ヶ崎市子ども読書活動推進連絡調整会議による検討 

茅ヶ崎市立図書館協議会による検討 

計画素案の作成 

１月～２月 パブリックコメント実施 

３月 計画案の作成 

計画の決定 

出典：第２次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画 
（注）調整会議の構成メンバー「子ども育成部
子ども育成相談課」は、事務移管により「保健
所健康増進課」となり、「教育推進部教育政策
課」は組織改正により削除されています。 
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